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概要
Genelec 4040Aは、ドライバー、バイアン

プ仕様のパワー・アンプ、アクティブ・クロスオー
バー・フィルター、保護回路を搭載するパワフ
ルかつコンパクトな常設設備用 2ウェイ・アク
ティブ・スピーカーです。温度 15～ 35℃、相
対湿度 20～ 90%の屋内での使用を前提に設
計されています。

スピーカーの設置
4040Aには、アンプ内蔵スピーカー、電源ケー

ブル、オーディオ信号および 12Vトリガー信号
用 5芯コネクター、キーホール・マウント、製
品マニュアルが付属します。開封後は、音響軸
がリスニング・エリアの中心に向くように注意し
ながらスピーカーを設置してください。

接続
ケーブルの接続は、スピーカーとソース機器

の電源がオフであることを確認してから行って
ください。4040Aの電源スイッチは、背面パネ
ルに搭載されています（図 3）。付属の電源ケー
ブルを用いて、アース接続された電源とスピー
カーを接続します。非アース接続の電源とスピー
カーを接続する場合は、必ずアース無しの電源
ケーブルを使用してください。オーディオ入力
は、10 kΩバランス・コネクターを用いて接続
します。コネクターの 2本の配線は、電源スイッ
チ用 12Vトリガー電圧に使用されます。ピン配
列は図 2をご参照ください。

オーディオ信号および 12Vトリガー電圧用
ケーブルを付属の 5芯プラグにネジでしっかり
と固定した後、プラグをスピーカーの端子に接
続します。

4040Aにパワー・アンプやレシーバーのス
ピーカー出力は接続しないでください。

すべての接続が完了したら、スピーカーの電源
を投入する準備は完了です。

コントロール

レベル・コントロール

背面パネルのロータリー・レベル・コントロー
ルを用いることで、信号ソースのレベルに合わ
せてスピーカーの入力感度を調整できます。

ISSTMオートスタート機能

ISSTMオートスタート機能の信号検出感度
を調節します。オーディオ・ネットワークの背
景ノイズ・レベルが高い場合、ノイズ信号が適
切な信号と誤認識されるため、自動シャットダ
ウン機能がうまく機能しません。「Autostart 
Sensitivity」スイッチを「ON」に設定すると、
トリガー感度が低くなり、信号ネットワークの
ノイズに対応できます。一方、再生レベルをか
なり低くしたい場合は、オートスタート機能を

「OFF」に設定した方が良い結果を得ることがで
きます。必要なトリガー電圧は、約0.4 mV（OFF）
および 1.4 mV（ON）です。

ISSTMオートスタート・ 
シャットダウン時間

ISSTMオートスタート機能のシャットダウン
までの時間を設定します。スイッチを「OFF」
にすると、再生終了後 1時間でスピーカーが
シャットダウンします。「ON」に設定すると、
遅延時間は 15分となります。

LEDオフ

緑色のパワー・インジケーター LEDを無効に
するスイッチです。無効の場合、オーバーロー
ドを知らせる赤色の LEDのみが点灯します。

トーン・コントロール

リア・パネルのトーン・コントロール・ス
イッチを用いると、設置環境の音響特性に応じ
て周波数レスポンスを調整できます。調整は、
「TREBLE TILT」および「BASS TILT」、「BASS 
ROLL-OFF」スイッチで行います。トーン・コン
トロールによる効果の確認は、音響測定システ
ムの使用をお勧めします。またリファレンス音
源を注意深くリスニングすることでも効果の確
認が可能です。表 1は、場面別のトーン・コン
トロール設定例です。図 4は、無響特性におけ
るトーン・コントロールの効果を示しています。

BASS ROLL-OFF

BASS ROLL-OFFコントロール（スイッチ・
グループ 1のスイッチ 1～ 3）を用いると、低
域周波数成分にロールオフが適用されます。こ
れによりカットオフ周波数（55 Hz）付近の出
力エネルギーを抑えることができます。アッテ
ネート・レベルは、-2 dB、-4 dB、-6 dBから
選択できます。

BASS TILT

BASS TILTコントロール（スイッチ・グルー
プ 2のスイッチ 2～ 4）は、800 Hz以下の低域
レスポンスを 3段階で減衰させる機能です。壁
やその他の反射物の近くにスピーカーを設置す
る場合などに効果的です。アッテネート・レベル
は、-2 dB（スイッチ 3 「ON」）、-4 dB（スイッ
チ 4 「ON」）、-6 dB（スイッチ 3およびスイッ
チ 4 「ON」）から選択できます。

TREBLE TILT

TREBLE TILTコントロール（スイッチ・グルー
プ 3のスイッチ 2～ 4）は、4 kHz以上の高域
レスポンスを調整する機能です。2種類のアッ
テネート・レベル、-2 dB（スイッチ 3 「ON」）
または、-4 dB（スイッチ 2 「ON」）を選択でき
ます。システムのサウンドが明るすぎる場合に
効果的です。+2 dB（スイッチ 4 「ON」）の設定
にすると、中域レベルがわずかに持ち上がりま

す。デッド気味の空間で使用する際に有効な設
定です。

工場出荷時の設定では、すべてのトーン・コン
トロールが「OFF」に設定され、フラットな周
波数レスポンスを提供します。レスポンスの調
整は、すべての設定を「OFF」にした状態から
開始して下さい。測定やリスニングを行いなが
ら異なるトーン・コントロールの組み合わせで最
適な周波数バランスが得られる設定を見つけて
ください。

スピーカーの取り付け
スピーカーを正確に配置する

スピーカーの音響軸（図 1参照）がリスニン
グ・エリアの中心に向くように設置してくださ
い。クロスオーバー周波数周辺でのキャンセル
を最小限に抑えるために、図 1のように縦向き
に設置することが望ましいです。

反射を最小化する

壁やキャビネットなどスピーカー付近の物体
による音の反射は、サウンド・イメージの不要な
色付けや原因となります。スピーカーと反射物
を極力離して設置することで、この音響反射を
最小限に抑えることができます。

空間の確保

限られた空間（キャビネットや壁に埋め込む
など）にスピーカーを設置する場合は、アンプ
の冷却とレフ・ポートの効果が十分に確保でき
ることを確認してください。スピーカーの左右、
上部および背面部から最低でも 5センチの隙間
が必要です。アンプ周囲の対流を十分に確保す

225 mm
8 7/8”

図 1. 音響軸の位置

図 2. オーディオおよび 12 Vトリガー信号
用コネクター・ピン配列 

音響軸



ることで排熱が適切に行われ、周辺温度を 35°
以内に収めることができます。

マウント・オプション

Genelec 4040Aは、複数のマウント・オプ
ションを利用できます。オムニマウント®30シ
リーズや König & Meye製スピーカー・マウン
ト、製品付属の壁取付け用アダプターなどを使
用可能です。マウントは、エンクロージャー背
面にあるM6 x 10 mmのネジ穴を使用します。
またエンクロージャー底面には、土台に取り付
けるためのM10 x 10 mmのネジ穴も備えます。
マウント・オプションの詳細なリストは、www.
genelec.jpの「Genelecアクセサリー・カタロ
グ」をご参照ください。

ISSTMオートスタートおよび 
リモート・コントロール機能

4040A は、 ISSTM（ Intel l igent Signal 
SensingTM）オートスタート機能を備えます。
信号入力が約 1時間（「ISS OFF」スイッチ
「OFF」）または 15分間（「ISS OFF」スイッチ
「ON」）中断されるとアンプが自動的にスタンバ
イ・モードに切り替わり、信号が再び入力され
ると通常モードに復帰します。入力の中断検出
に用いられる信号レベルのトリガー感度は、ISS 
Sensitivityスイッチで切り替えることができま
す（上述の ISSオートスタート機能の解説参照）。

スタンバイ ･モード時の消費電力は 0.5 W以
下となり、再び入力信号が検出されると、通常
のオペレーション･モードに自動的に復帰します。

復帰には僅かな時間を要します。ISSTM機能
が不要な場合は、「ISS DISABLE」スイッチを
「ON」に設定してください。「ON」に設定し
た場合は、背面パネルの電源スイッチで電源の
オン /オフを切り替えてください。

スタンバイ・モードのオン／オフは、DC12V
のトリガー信号でリモート・コントロールも可能
です。リモート・コントロール用の配線は、コネ
クターの左側 2本の端子に接続します（ピン配
列は図 2を参照）。リモート・コントロール機能
は、オートスタート機能よりも優先的に動作し
ます。

メンテナンス
スピーカーおよびアンプ内部には、ユーザー

自身による点検修理が可能な箇所はありません。
4040Aの保守および修理は、認定サービス以外
の者が実施してはいけません。

安全性についての検討事項
4040Aは国際安全基準に準拠するようデザ

インされていますが、安全な動作を確保し、ユ
ニットを安全な動作条件下に保つため、以下の
警告と注意を順守する必要があります。

• 保守および修理を認定サービス以外の者が実
施してはいけません。

• スピーカーを分解することはおやめください。

• アースのない電源ケーブルまたはアースなし
の電源接続を用いて製品を使用してはいけま
せん。人身傷害の原因となることがあります。

• スピーカーを水または湿気にさらないでくだ
さい。花ビンなど液体で満たされた物体を、
製品の上や付近に置かないでください。

• 本製品は、恒久的な聴覚障害を引き起こす 85 
dB以上の音圧レベルを出力します。

• 十分な冷却を保つためには、スピーカーの周
囲に空気が対流する必要があります。製品周
辺の空気の流れを妨げないように設置してく
ださい。

• アンプは電源コードがアンプまたは電源コン
セントから取り外さない限り、AC電源から
完全に接続解除されません。

保証
本製品には、素材や製造上の欠陥に対する 2

年間の保証が付帯します。販売条件および保証
に関する詳細は、販売店にお問い合わせください。

FCC規則への準拠
本製品は FCC規則パート 15に準拠しています。

本製品は、以下の条件下での使用を前提としてい
ます。

• 本製品が有害な妨害の原因とならないこと、およ
び本製品が不要な動作の原因となる妨害を含むあ
らゆる妨害を受信すること

注意：本製品は、テストの結果クラス Bデジタ
ル機器の制限に適合し、FCC規則パート 15に準
拠していることが認められています。これらの制限
は、住宅への設置によって生じる有害な干渉からの
適切な保護を目的として策定されています。本製品
は無線周波エネルギーを発生、使用、放射するため、
指示に従わずに設置および使用された場合、無線通
信に有害な干渉を引き起こす可能性があります。た
だし、干渉が生じないことが保証される特別な設置
方法はありません。本製品がラジオやテレビの受信
に有害な干渉を引き起こしている場合（機器電源を
オン /オフすれば判別できます）、以下の対策を 1
つ以上行うことをお勧めします。

• 受信アンテナの向きまたは場所を変更する。 

• 機器と受信機の距離をさらに空ける。 

• 受信機が接続されているコンセントと別系統の
コンセントに機器を接続する。 

• 取扱店または経験豊富な無線 /テレビ技術者に問
い合わせる。

製造者の許諾を得ずに変更を加えると、FCCに
準拠しなくなり機器を操作する権限が取り消される
場合があります。

スピーカーのマウント・ポジション TREBLE TILT BASS TILT BASS ROLL-OFF

フラットな無響レスポンス なし なし なし

減衰の多い空間にフリースタンディングで設置 なし -2 dB なし

反射の多い空間にフリースタンディングで設置 なし -4 dB なし

室内の隅 なし -4 dB -4 dB

29
2-
80
40
W

WARNING
ELECTRIC SHOCK HAZARD. DO NOT OPEN. DO NOT SUBJECT TO WATER OR

PERSONNEL. USE EARTHED MAINS CONNECTION ONLY. NOTE! THIS MONITOR
MOISTURE. NO USER SERVICEABLE PARTS INSIDE. REFER SERVICING TO QUALIFIED

SHOULD NOT BE MOUNTED ON AMICROPHONE STAND AS THE BASE THREAD IS M10.

ÊTRE RACCORDÉ À LA TERRE. NOTE! CE MONITEUR NE DOIT PAS ÊTRE MONTÉ

AVERTISSEMENT

SUR UN PIED DE MICROPHONE CAR LE PAS DE VIS EST DE TYPE M10.

ADRESSER TOUTE RÉPARATION À UN PERSONNEL QUALIFIÉ. CET APPAREIL DOIT

RISQUE DE CHOC ÉLECTRIQUE. NE PAS OUVRIR. NE PAS EXPOSER À L'EAU OU
L'HUMIDITÉ. AUCUN COMPOSANT À L'INTÉRIEUR REMPLAÇABLE PAR L'UTILISATEUR.

LAITE ON LIITETTÄVÄ SUOJAMAADOITUSKOSKETTIMILLA VARUSTETTUUN
PISTORASIAAN. APPARATET MÅ TILKOPLES JORDET STIKKONTAKT.
APPARATEN SKALL ANSLUTAS TILL JORDAT UTTAG.

MAINS INPUT
50 / 60 Hz 170 W 230 V~

SERIAL NUMBER

29
2-
40
40
T-
6

+1
2V

G
N
D

+ _ BA
LA
N
C
ED

IN
PU
T
S
IG
N
AL

R
EM
O
TE

M
AI
N
S

SW
IT
C
H
IN
G

G
N
D

OFFON

SPEAKER SYSTEM
www.genelec.comMADE IN FINLAND

4040AACTIVE

図 3. 4040Aリア・パネルのコントロール・スイッチおよび接続端子

表 1. 環境別のトーン・コントロール推奨設定

側面マウント・ 
ブラケット用ネジ穴

電源入力端子

電源スイッチ

コントロール・スイッチ

入力感度コントロール

バランス信号入力および
12Vトリガー入力端子
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システム仕様
4040A

低域カットオフ周波数、-3 dB：
高域カットオフ周波数、-3 dB：

≤ 55 Hz 
≥ 20 kHz

フリー空間周波数特性（± 3.0 dB） 55 Hz～ 20 kHz

瞬間最大音圧レベル、軸上、半空間、1 m、100 
Hz～ 3 kHz：

≥ 109 dB SPL

IEC規定のテスト信号による最大長期 RMS音響
出力 
（ドライバー保護回路による制限あり）@1 m：

≥ 101 dB SPL

自己生成ノイズ・レベル、半空間、軸上@1 m 
（A特性）：

≤ 10 dB

高調波歪み、90 dB SPL、軸上@1 m
周波数：50～ 100 Hz
> 100 Hz

 
< 3% 
< 0.5%

ドライバー：
ウーファー 
ツイーター

165 mm （6 1/2インチ）
19 mm （3/4インチ）
メタル・ドーム

重量： 9.9 kg

寸法：
高さ
幅 
奥行き

 
350 mm 
237 mm  
223 mm 

アンプ･セクション
4040A

Bassアンプ瞬間出力 
Trebleアンプ瞬間出力

120 W
120 W

長時間出力は、ドライバー保護回路により制限

通常出力時のアンプ・システム歪み
THD

 
≤ 0.05 %

フル出力に対する SN比
ウーファー 
ツイーター

 
≥ 100 dB 
≥ 100 dB

電圧 100V、120V、220V、230V 

動作電圧範囲 ± 10%

消費電力
アイドル時
スタンバイ 
フル出力

15 W
<0.5 W 
170 W

クロスオーバー･セクション
4040A

入力コネクター（バランス）： ピン 1 gnd、ピン 2 +、  
ピン 3 -

入力インピーダンス 10 kΩ、バランス

入力レベル（最大瞬間出力 100 dB SPL @ 
1m）：

+6～ -6 dBuの範囲で調整可

クロスオーバー周波数、Bass/Treble 2.5 kHz

TREBLE TILTコントロール範囲（-2 dB単
位）

+2～ -4 dBおよびミュート
@15 kHz

BASS ROLL-OFFコントロール範囲（2 dB
単位）

0～ -6 dB @ 55 Hz

BASS TILTコントロール範囲（-2 dB単位） 0～ -6 dBおよびミュート
@100 Hz 

これらのデータは、トーン・コントロールがすべてオフ、レベル・コントロー
ルが最大（右回り最大）に設定された場合の仕様です

図 4. 各カーブは、4040Aの空間応答へのトーン・コントロールの影響を
示している
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図 5. 左図の上のカーブは、4040Aの横置き 1 m計測時の方向特性を示し
ている。下のカーブは、システムの音響パワー・レベルの特性を示している

株式会社ジェネレックジャパン
＜本社＞
107-0052 
東京都港区赤坂二丁目 22番 21号
www.genelec.jp/customer-service/

修理お問い合わせ先 
＜ジェネレックサービスセンター＞
e-mail：support@genelec.jp 
電話：050-3786-1236 
平日 10:00 ～ 17:00
（夏季 / 年末年始休業を除く）
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